
鶴見スポーツセンター　指定管理者選定に係る質問・回答

No. 該当資料・項目 質問 回答

1
公募要項
７ページ
コ 管理口座

管理口座について、
「1施設当たり1口座を原則とします」と記載がございますが、弊団体は
会計システムにより、各施設の事業区分ごとに収入と支出を明確に分け
て適切に管理を行っています。この場合、1施設に1口座を設けなくても
よろしいでしょうか。

公募要項にもある通り、会計処理の透明性確保の観点か
ら、指定管理者が施設の管理運営のために使用する預金
口座については、１施設当たり１口座を原則としていま
す。
ただし、自主事業を行う際には、本指定管理専用の口座
と別の口座を設け、収支を管理していただきます。

2
公募要項
19ページ
(4) 応募手続きについて

「※エについてはデータを提出」、「※収支予算書についてはデータで
提出」とありますが、１枚のCD-Rに２データを保存して提出ということ
でよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

3
業務の基準
11ページ
(9) スポーツ教室等の提供

書道や工作などの文化系のプログラムサービスを提供する場合、スポー
ツ教室等に含まれ指定管理事業としてよいのでしょうか。それとも自主
事業となるのでしょうか。

書道や工作などの文化系のプログラムサービスについて
は、スポーツ教室等の指定管理事業に含まれます。



No. 該当資料・項目 質問 回答

4
業務の基準
21ページ
(3) 備品台帳

指定管理者制度における実務手引き、P29「(2) 消耗品の管理」に、
「取得価格（消費税込・付随費用を含む。）が10万円未満の物品は、備
品の性質を有していても消耗品として扱うことが可能です。」と記載が
ございます。
備品・消耗品の取得価格の基準があればお示しください。

備品及び消耗品の定義は「指定管理者制度における実務
手引き」の（２）消耗品の管理ア 備品と消耗品の定義
のとおりです。
価格の基準については、10万円以上の場合は備品として
扱うこととなります。
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